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奥住 匡人
（自民党）

副委員長
馬場賢司
（公明党）

委員長
鈴木 洋子
（自民党）

副委員長
森沢美和子
（チームみらい）

委員長
古賀 壮志
（自民党）

副委員長
中野あきと
（共産党）

委員長
峯岸 弘行
（公明党）

奥野りん子
（無会派）

島谷 広則
（チームみらい）

田原　茂
（公明党）

池田としえ
（無会派）

白井なおこ
（無会派）

谷　和彦
（無会派）

窪田 知子
（公明党）

中嶋 良樹
（チームみらい）

ちかざわ美樹
（共産党）

新井ともはる
（無会派）

岡田じゅん子
（共産党）

須崎 貴寛
（自民党）

佐藤 琢磨
（無会派）

わたなべ三枝
（共産党）

有賀 精一
（無会派）

伊藤あゆみ
（自民党）

伊東 秀章
（無会派）

企画総務委員会 民生文教委員会 環境まちづくり委員会
　市政全般の計画や予算、市役所の
運営などに関わる事項を審査します。

　福祉や教育、市税などに関わる
事項を審査します。

　環境や産業、まちづくりなどに関わる
事項を審査します。

(自民党)…自由民主党日野市議団　（公明党）…公明党　（共産党）…日本共産党日野市議団　（チームみらい）…チームみらい　（無会派）…無会派所属会派の名称

平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
33
代
の

日
野
市
議
会
議
長
並
び
に
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職

責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
よ
り

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

一
方
で
、
円
安
を
背
景
と
し
た

物
価
高
騰
に
対
す
る
対
応
や
自

然
災
害
に
対
す
る
防
災
の
備
え

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
に
対
し
、
議
会
改
革

を
推
進
す
る
こ
と
で
議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
向
上
さ
せ
、
執

行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
に
よ

っ
て
、
有
効
な
施
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　議
長
・
副
議
長
と
し
て
多
様

な
意
見
を
集
約
し
、
公
正
か
つ

円
滑
な
議
会
運
営
に
全
力
を
傾

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
議
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
の
令
和
６
年
度
予

算
の
審
査
内
容
は
２
・
３
面
に
掲
載
、

主
な
議
案
は
５
面
に
掲
載
。

正
副
議
長

　就
任
あ
い
さ
つ

議 長 奥住 匡人
市議会議員５期
（自民党）52歳

副議長ちかざわ美樹
市議会議員３期
（共産党）60歳

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
市
議
会
の
人

事
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　議
長
・
副
議
長

　
議
長
・
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ

ま
す
。
議
長
は
、
本
会
議
の
議
事
を
整
理
し
て
進
行
す

る
ほ
か
、
対
外
的
に
市
議
会
を
代
表
し
ま
す
。
副
議
長

は
、
議
長
が
欠
け
た
と
き
、
不
在
の
と
き
に
議
長
の
職

務
を
代
行
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
33
代
の
議
長
に
奥
住
匡
人
議
員
、
副
議

長
に
ち
か
ざ
わ
美
樹
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　各
委
員
会
の
委
員

■
常
任
委
員
会

　
市
の
仕
事
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
内

容
も
複
雑
で
専
門
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全

議
員
は
、
市
の
事
務
の
部
門
別
に
設
置
さ
れ
た
３
つ

の
常
任
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
少
人
数
で

専
門
的
な
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
常
任
委
員

会
の
構
成
は
、
上
記
の
と
お
り
で
す
。

■
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
、
議
案
や
請

願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
な
ど
の
議
事
の
進
行
に
関
わ

る
こ
と
、
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
審
査
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

窪
田
知
子（
委
員
長
）、
岡
田
じ
ゅ
ん
子（
副
委
員
長
）、

わ
た
な
べ
三
枝
、
須
崎
貴
寛
、
伊
藤
あ
ゆ
み
、
中
嶋

良
樹
、
峯
岸
弘
行
、
古
賀
壮
志

　議
会
選
出
の
委
員
と

　
　一
部
事
務
組
合
議
員

▼
日
野
市
監
査
委
員
　

　中
嶋
良
樹

▼
浅
川
清
流
環
境
組
合
議
会
議
員

　ち
か
ざ
わ
美
樹
、
森
沢
美
和
子
、
鈴
木
洋
子
、

　窪
田
知
子
、

▼
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
議
員

　島
谷
広
則

▼
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
議
員

　窪
田
知
子
、
田
原
茂

▼
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
員

　窪
田
知
子
、
田
原
茂

▼
南
多
摩
斎
場
組
合
議
会
議
員

　わ
た
な
べ
三
枝
、
古
賀
壮
志

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
市
議
会
の
人

事
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
議
長
・
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ

新
し
い
議
会
構
成



（注）金額は、欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、
合計が合わない場合があります。

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険

5.9％増

3.1％増

2.3％増

14.7％増

0.7％増

7.9％増

590億　　　
9,744万円

726億　　　
8,900万円

177億　　　
　8,995万円

23億　　　
　8,848万円

160億　　　
　6,903万円

113億　　　
5,722万円

土地区画整理

介　護　保　険

4.8％増56億　　　
　7,375万円後期高齢者医療

市立病院事業

1.8％減58億　　　
1,903万円

下 水 道 事 業

前年度比予　算　額会　計　名

総額1,317億8,644万円
（前年度比 4.6％増）

※無会派議員の賛否表明…賛成７人・反対１人

令和６年度

予算額

一般会計予算に賛成か、反対か
  ～各会派の総括意見（要旨）

意
見

た
事
業
の
推
進
⑥
災
害

対
策
事
業
に
お
け
る
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
積
極

的
な
周
知
を
要
望
⑦
程

久
保
川
改
修
の
確
実
な

施
工
を
要
望
し
ま
す
。

　信
頼
さ
れ
、
誇
れ
る

組
織
構
築
の
た
め
、
市

政
運
営
に
大
切
な
の
は
、

人
材
確
保
と
育
成
で
す
。

特
定
の
職
員
に
偏
ら
な

い
業
務
効
率
化
を
行
い
、

財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
期
待
し
て
賛
成
の

意
見
と
し
ま
す
。

全
庁
的
な
取
り
組
み
を

期
待
②
子
ど
も
な
ん
で

も
相
談
窓
口
か
ら
子
ど

も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

へ
の
適
切
な
つ
な
ぎ
を

期
待
③
架
け
橋
期
の
教

育
の
充
実
を
図
る
幼
保

小
連
携
の
推
進
④
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
導
入

の
際
の
適
切
な
周
知
を

要
望
⑤
地
域
共
創
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
を
活
用
し

り
の
た
め
の
民
間
活
力

活
用
の
推
進
、
職
員
人

材
確
保
の
た
め
の
心
理

的
安
全
性
の
確
保
、
若

者
・
子
供
・
女
性
が
活

躍
す
る
場
を
確
保
す
る

た
め
の
環
境
整
備
を
要

望
し
ま
す
。

　主
要
施
策
と
主
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
①
環

境
政
策
課
に
よ
る
環
境

問
題
、
気
候
変
動
へ
の

　子
供
施
策
充
実
や
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

お
よ
び
気
候
危
機
対
策

な
ど
に
お
け
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
増

す
こ
と
か
ら
、
財
源
の

獲
得
や
事
業
の
見
直
し

な
ど
の
財
政
再
建
の
必

要
性
は
さ
ら
に
高
ま
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　予
算
編
成
方
針
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
市

民
参
加
・
参
画
の
拡
大
、

諸
力
融
合
の
ま
ち
づ
く

人
材
確
保
と
育
成
を
大
切
に

財
政
健
全
化
へ
旗
振
り
を

自
由
民
主
党
日
野
市
議
団

賛 成

業
者
が
目
的
を
理
解
、

共
感
し
、
取
り
組
め
る

工
夫
と
結
果
を
可
視
化

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　今
後
、
急
激
な
景
気

変
動
に
も
耐
え
う
る
財

政
基
盤
確
保
の
た
め
、

財
政
調
整
基
金
や
地
方

債
に
依
存
し
な
い
予
算

編
成
が
重
要
で
す
。
課

題
が
山
積
す
る
中
、
市

民
の
命
と
生
活
を
守
る

政
治
の
責
任
を
果
た
す

た
め
に
、
予
算
の
着
実

な
執
行
を
求
め
て
、
賛

成
の
意
見
と
し
ま
す
。

館
５
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
③
デ
マ
ン
ド
型
交
通

実
証
運
行
の
開
始
な
ど

期
待
し
ま
す
。

　持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
に
向
け
「
環
境
政

策
課
」
を
設
置
し
気
候

市
民
会
議
の
提
言
の
実

行
な
ど
気
候
変
動
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。
事

業
を
一
過
性
で
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
、
市
民
事

の
導
入
②
医
療
的
ケ
ア

児
支
援
の
看
護
師
配
置

な
ど
専
門
人
材
の
配
置

③
ひ
の
ス
ポ
・
ひ
の
カ

ル
給
付
型
体
験
奨
学
金

④
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
開
始
な
ど
積
極
的
予

算
と
し
て
評
価
し
ま
す
。

　安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
①
通
学
路

の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
費
用
②
小
学
校
体
育

　令
和
６
年
度
予
算
に

賛
成
の
立
場
で
意
見
を

述
べ
ま
す
。

　子
育
て
支
援
を
強
化

す
る
新
た
な
施
策
①
子

ど
も
何
で
も
相
談
窓
口

設
置
②
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
配
置
③
就
労
の
有

無
を
問
わ
な
い
未
就
園

児
預
か
り
制
度
④
福
祉

人
材
確
保
の
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
な
ど
高
く

評
価
し
ま
す
。

　学
び
の
支
援
と
し
て

①
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

公

　明

　党

強
靭
な
財
政
基
盤
の
も
と
で

市
民
生
活
を
守
る
予
算
に
！

賛 成

財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
に
限
度
額
設
定
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
う
え
で
適
切
な
目

標
値
設
定
、
財
政
非
常

事
態
宣
言
の
解
除
要
件

再
考
、
来
年
度
予
算
編

成
作
業
の
早
期
着
手
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
実
施
と
人
件
費

の
抑
制
で
財
政
再
建
を

後
退
さ
せ
な
い
こ
と
を

求
め
て
、
賛
成
の
意
見

と
い
た
し
ま
す
。

職
員
採
用
活
動
の
他
、

公
共
施
設
の
再
編
、
気

候
危
機
対
策
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
、
工
業
振
興
計
画
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
対
話
を
重
視
し

た
市
政
運
営
で
着
実
に

推
進
・
解
決
し
て
い
く

た
め
、
裏
付
け
と
な
る

予
算
確
保
を
求
め
ま
す
。

　財
政
再
建
に
つ
い
て
、

ラ
ン
実
行
に
よ
る
経
常

黒
字
化
の
早
期
達
成
と

一
般
会
計
繰
出
金
の
縮

減
②
防
災
・
減
災
施
策

の
推
進
③
学
校
図
書
購

入
費
の
予
算
確
保
で
子

ど
も
た
ち
の
読
書
活
動

推
進
④
市
民
が
安
全
・

安
心
・
快
適
に
公
共
施

設
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
予
算

の
十
分
な
予
算
措
置
⑤

　歳
入
に
つ
い
て
、
働

く
人
た
ち
・
生
活
者
の

暮
ら
し
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
毎
年
必

ず
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
は
、
毎
年

必
ず
入
っ
て
く
る
収
入

で
賄
っ
て
い
く
財
政
構

造
を
構
築
す
る
こ
と
が

急
務
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
徹
底

し
た
進
行
管
理
と
歳
出

歳
入
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
、
①

市
立
病
院
経
営
強
化
プ

チ
ー
ム
み
ら
い

市
民
と
職
員
の
想
い
を
カ
タ

チ
に
、
財
政
規
律
の
徹
底
を

賛 成

熟
議
す
る
こ
と
で
、
必

要
な
財
源
確
保
す
る
努

力
も
改
革
も
進
む
と
考

え
ま
す
。
今
一
つ
は
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

の
公
務
員
・
職
員
の
果

た
す
べ
き
役
割
の
重
要

性
で
す
。
人
件
費
を
抑

制
す
る
「
財
政
非
常
事

態
宣
言
」
を
き
っ
ぱ
り

解
除
し
、
住
民
福
祉
の

増
進
機
関
と
し
て
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
職

員
の
頑
張
れ
る
市
役
所

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を
求
め
ま
す
。

合
う
上
で
、
重
要
な
観

点
を
２
点
提
起
し
ま
す
。

　一
つ
は
、
子
ど
も
を

め
ぐ
る
切
実
な
課
題
へ

の
姿
勢
・
対
応
に
つ
い

て
で
す
。
教
育
委
員
会

は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
何
が
必
要
か
と
い

う
視
点
を
貫
い
て
、
必

要
な
施
策
、
予
算
を
提

案
す
る
、
市
長
も
市
議

会
も
真
剣
に
受
け
止
め
、

③
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ

の
市
独
自
支
援
④
１
校

１
人
の
司
書
配
置
⑤
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
全
中
学
校
区
配

置
⑥
民
間
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
と
利
用
者
へ
の
支

援
⑦
教
育
条
件
の
整
備

・
充
実
⑧
デ
マ
ン
ド
型

交
通
導
入
の
検
討
・
努

力
を
求
め
ま
す
。

　最
後
に
課
題
に
向
き

　令
和
６
年
度
予
算
に

反
対
す
る
立
場
で
意
見

を
述
べ
ま
す
。
し
ん
ど

さ
を
増
す
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
、
子
育
て
世

代
の
教
育
費
負
担
を
軽

減
す
る
姿
勢
も
中
身
も

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
予

算
に
反
対
す
る
主
な
理

由
は
こ
の
点
で
す
。

　以
下
の
点
に
絞
り
、

是
正
・
改
善
を
求
め
ま

す
。
①
耐
震
工
事
の
助

成
額
拡
充
②
住
民
参
加

で
の
避
難
所
整
備
計
画

・
備
蓄
計
画
の
総
点
検

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
負
担

を
軽
減
す
る
予
算
を
求
め
る

反 対

意
見 意

見

会議の開催状況（報告） 令和６年第１回定例会は、このように行われました（主なもの）。

正
副
議
長
選
挙

人
事
構
成

　所
属
す
る
常
任
委
員
会
や
議
会
選
出
の
委

員
な
ど
を
決
定

市
長
の
所
信
表
明

　市
政
へ
の
所
信
と
新
年
度
事
業
の
骨
子
を

市
長
が
説
明

各
会
派
の
代
表
質
疑

　所
信
表
明
に
対
し
、
市
議
会
各
会
派
（
無

会
派
の
議
員
を
含
む
）
か
ら
質
疑

議
案
上
程

　市
長
が
、
議
案
36
件
を
提
出

採
　
　
決

　一
部
の
議
案
を
採
決

一
般
質
問

　５
日
間
に
わ
た
り
、
22
人
の
議
員
が
40
項

目
を
質
問

　

↓
４
〜
５
面
参
照

請
願
上
程

　企
画
総
務
委
員
会
に
１
件
、
民
生
文
教
委

員
会
に
２
件
を
付
託

　

↓
５
面
参
照

議
案
上
程

　市
長
が
、
議
案
２
件
を
提
出

↓
５
面
参
照

企
画
総
務
委
員
会

　市
役
所
の
運
営
な
ど
に
関
わ
る
議
案
９
件

と
請
願
１
件
を
審
査

民
生
文
教
委
員
会

　福
祉
や
教
育
な
ど
に
関
わ
る
議
案
５
件
と

請
願
２
件
を
審
査

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　ま
ち
づ
く
り
や
産
業
な
ど
に
関
わ
る
議
案

10
件
を
審
査

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
審
査

↓
２
〜
３
面
参
照

特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
６
年
度
の
４
特
別
会
計
と
市
立
病
院

事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
予
算
を
審

査↓
２
〜
３
面
参
照

審
査
報
告

　各
委
員
会
で
の
議
案
・
請
願
の
審
査
結
果

を
、
各
委
員
長
が
報
告

議
案
上
程

市
長
が
、
議
案
５
件
を
提
出

動
　
　
議

議
員
が
、
動
議
１
件
を
提
出

採
　
　
決

　こ
の
議
会
で
審
議
し
た
議
案
・
請
願
に
つ

い
て
採
決

↓
６
面
参
照

委  員  会 本  会  議本  会  議
2/262/273/63/183/22 3/83/12 3/113/13～15 2/29、3/1、3/4～63/1

　令和6年第1回定例会は2月26日か
ら3月22日まで開催しました（下表参
照）。この議会では、合計43件の議案と
動議1件が慎重に審査され、採決の結
果、全て可決（承認、同意を含む）されま
した。また、一般質問は22人の議員が
質問に立ち、市政を質しました。

定例会

令和６年第１回

ただ

令　和
６年度 予算審議から

　一般会計・特別会計の予算委員会で行われた、主な質疑や意見
の概要をお伝えします。
　令和６年度の各予算は、それぞれの特別委員会で活発な議論を
経て、議会最終日の本会議で原案のとおり可決され、成立しました。

一　般　会　計

質
疑

質
疑

歳 入 全 般

質
疑

議会費・総務費
①女性活躍シンポジウムの開催予定日を問う。
②クリーンエネルギー自動車導入の概要と効果を問う。
③住民記録系業務システム改修業務委託には、マイナンバー
カードへのふりがな印字も含まれるのか。
④情報共有ツールの効果を問う。
⑤日野市・多摩市・稲城市ＤＸ人材育成支援業務の３市広域連
携のメリットを問う。

⑥女性管理職登用にかかる今後の体制づくりを問う。
⑦現行の人事評価制度の問題点、見直すべき点を問う。
⑧旧社会教育センター解体費用を市が負担する根拠を問う。

総 括 質 疑
①消費税課税対象事業・非課税対象事業に係
る、全庁的な点検状況を問う。
②第6次日野市特別支援教育推進計画のスケ
ジュールの現状を問う。
③学校が子供達に寄り添う環境が保てていな
い状況にあるので、予算と人を付けて、学校
を変える必要があるのではないか。
④地方創生臨時交付金の検証状況を問う。
⑤人材育成基本方針の今後の見通しを問う。
⑥地域共創プラットフォームの環境分野での活
用を問う。
⑦財政調整基金の目標値の見直しについて、
見解を問う。
⑧各部でのＳＤＧｓの取り組み状況を問う。

①スクールソーシャルワーカー活用事業、スクール・サポート・スタッフ配置事業における都の補助金活用を問う。
②公共施設建替えも始まり、財政調整基金への依存が大きくなると思うが、令和６年度予算の考えを問う。
③市民税が減少している背景と今後の見込みを問う。
④困窮層が増える一方、富裕層が増える二極化が進んでいると思うが、市の認識を問う。
⑤財源不足が顕著に現れているが、将来的な見通しについての考えを問う。
⑥予算編成においての企業訪問の実績を問う。
⑦国や都では、経済が堅調に推移していると見られている中で、法人市民税が減となっていることに対する認識を問う。

質
疑

教育費・公債費・諸支出金・予備費
①三沢中チャレンジクラスの定員を問う。
②幼保小連携推進事業の成果と課題を問う。
③未就園児事業の実施背景、未就園児の人数
を問う。
④ICT教育・学習施設の充実度を問う。
⑤学校給食費補助金の財源を問う。
⑥学校図書館の蔵書数を問う。
⑦わかば教室の移転計画を問う。
⑧かしのきシートの利活用を問う。
⑨奨学金の支給方法及び使途を問う。
⑩令和２年度以降、不登校児童・生徒が急増し
ている状況のもと、その間のスクールソーシ
ャルワーカーの配置状況を問う。
⑪軽井沢風越学園における研修成果を外部や
市民に報告すべきではないか。

質
疑

農業費・商工費・土木費・消防費
①市民農園モデル事業の具体的な令和6年度の取り組みやオ
ープン時期を問う。
②市の登録保護樹の点検状況を問う。
③通学路等ブロック塀撤去緊急促進業務の令和5年度実績
と令和6年度の目標数と進捗を問う。
④現行、行っている日野宿本陣建造物調査の内容を問う。
⑤たかはたもみじ灯路補助金増額の背景を問う。
⑥工業振興計画の関連事業を問う。
⑦学校給食用日野産農産物運搬支援業務の今後の展開を問う。
⑧豊田跨線人道橋の補修工事は計画より前倒しで進んでい
るのか。

国民健康保険特別会計
①医師の確保について、市の認識を問う。
②メディカルソーシャルワーカーの人数と雇用
形態を問う。
③医療機器等整備支援業務の委託の内容を教え
てほしい。
④人材紹介手数料の推移を問う。
⑤給与費の積算根拠を問う。

①市立病院が市民から愛され、信頼されること
を願う。　（賛成）

市立病院事業会計後期高齢者医療特別会計
①豊田南地区内の工事内容を問う。
②審議会の記録の残し方を問う。
③上台、新井東養塚、高幡橋北地区の現在の計画を問う。
④東町地区の仲田小学校周辺の住民に対する、個別の話し合いの状況を問う。

①財政が厳しい中であるが英知を結集して、市民が望む日野市に一歩でも近づけるよう、
各位一層、奮励努力されたい。　（賛成）
②利子と維持管理費を合わせ、総額33億円余りに膨れ上がっている代行買収について、
その責任は市、公社のどちらにあるのか、検証を続けられたい。　（反対）
③豊田南地区の換地が適正に行われたのかの検証や情報公開を徹底し、改善すべきである。
（反対）

①料率改定について、増額に至った議論の内
容を教えてほしい。
②いきいき健診の医療機関の選定方法を問う。
③高齢者の保健事業と介護予防の一体化実施
事業の実績と効果を問う。

①物価高騰と年金引き下げの中で、後期高齢
者の保険料を上げることは許されない。
（反対）

区画整理事業特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計 特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計 事業会計事業会計事業会計事業会計事業会計事業会計

解説は『広報　　  』に

下水道事業会計

質
疑

質
疑

意
見

質
疑

民 生 費
①認知症検診の課題と今後の取り組み方法を問う。
②みらいくについて、中高生世代への周知方法を問う。
③医療的ケア児等コーディネーターの役割と資質を問う。
④病児・病後児保育の近年の推移を問う。
⑤生活困窮者自立支援の対象者数はどのくらいか。
⑥公募による、子ども条例委員の応募条件を問う。
⑦高齢者食事宅配サービス業務委託の今後の方向性を問う。
⑧精神科病院に長期入院している患者数を問う。
⑨移動支援事業の内容を問う。
⑩ヤングケアラー支援事業への国の助成金活用を問う。

質
疑

衛生費・労働費
①ジモティースポット日野の今後を問う。
②市営火葬場の今後の見通しを問う。
③子宮頸がん予防ワクチンの副反応被害を問う。
④環境フェア運営業務委託料が減額された理由を問う。
⑤保護猫シェルターと空き家などのマッチングを問う。
⑥路上喫煙に係る条例制定と日野駅・豊田駅の公共喫煙所設
置の検討状況を問う。
⑦喫煙所が未設置の豊田駅・高幡不動駅周辺は路上喫煙禁止
区域に入れないのか。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

意
見

意
見

　令和６年度予算内容の解説は、
「広報　　５月１日号」の６ページ
から９ページに掲載されていますの
で、併せてご参照ください。

議会の審議
内容を報告

※議会だよりでは、議員からの質疑のみ掲載しています。
予算委員会の質疑や答弁の詳細については、会議録で全文を確認で
きます。
会議録は、図書室・市政図書室での閲覧、市議会ホームページの会
議録検索システムをご利用ください。

①出産数の推移を問う。
②被保険者数の推移を問う。
③保険者努力支援分の予算額が減額となった理由を問う。
④国民健康保険税の徴収率を問う。
⑤葬祭費支給経費の予算額が減額となった理由を問う。

①市民の健康を守るとともに、高騰する医療費を抑制し、市民の負担を少しで
も抑えることを要望する。　（賛成）

②国民健康保険税の値上げが含まれていない。　（賛成）
③国民健康保険税の改定が含まれていない。　（賛成）

①雨天時浸入水調査により、浸入水の原因は究明され
たか。
②公共下水道事業経営戦略見直しに合わせて、今後の
下水道使用料の動向についての見解を問う。

③石田地区の中長期的な浸水対策への取り組みを問う。

広報ひのホームページ
QRコード

介護保険特別会計
①在宅療養高齢者等支援窓口業務の詳細を問う。
②歳入における、この5年間の保険料の割合を問う。
③介護人材の確保についての方策を問う。
④介護給付費準備基金繰入金と保険料を問う。

①本当に介護を必要としている方が、幸せに暮ら
せる日野市であることを考えて執行されたい。
（賛成）
②高齢者も現役世代も安心できる公的な介護制度
は必要。保険料も今年度は据え置かれる。　　
（賛成）
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■日野市の財政状況

・ 歳入予算の根幹となる市税のうち、個人市民税は定額減税の影響で減少を見込んでいます。さらに、法人市民税も円安や物価高・原油価格高騰の影響により、企業業績の先行きが不透明であることなどから減少となる見通しであり、市税全体として前年度と比較し約6億円の減収が予想されます。なお、個人市民税の定額減税分は、地方特例交付金において減収補てんされます。・ 歳出予算は、扶助費で子育て支援の充実や高齢化の進展などを背景として、社会保障関連経費が引き続き増加しており、委託料などの物件費が物価高・原油価格高騰の影響を受け、増加しています。・ 税や国・東京都の補助金などで賄いきれない「財源不足」の額は増加することから、歳入予算に繰り入れ後の財政調整基金残高は17億円を下回り、令和5年度当初予算編成後と比較すると約20億円の減少となります。
・ 今後、高齢化の進展による扶助費の増加や施設の老朽

化への対応が求められるほか、気候危機対策など持続可能な未来という目標に向けた新たな行政課題への対応も求められるなど、より一層「財源不足」が拡大していくことが予想されます。
・ 日本経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかに回復しています。しかしながら、国内における物価高・原油価格高騰は続いています。
・ 難しい財政運営となりますが、将来世代に限りある資源を引き継ぐためにも、持続可能な財政運営を行っていくため、歳出削減・歳入確保の取り組みを推進し、「財源不足」を解消することで、市債（借金）や基金（貯金）に頼らない予算編成を行う必要があります。・ 令和6年度は、令和4年12月に策定した財政再建計画・第6次行財政改革大綱実施計画の2年目となります。また、日野地域未来ビジョン2030で捉えた現状と未来を踏まえ、しっかりと財政再建に取り組んでいきます。

■令和5年度下半期財政状況
基金・市有財産

土地 174万㎡
建物 36万㎡

基

金

公共施設等整備基金 52億2,245万円
職員退職手当基金 20億8,652万円
財政調整基金 56億621万円
環境緑化基金 5億9,099万円
平和事業基金 9,636万円
バリアフリー事業推進基金 6,669万円
土地区画整理事業基金 10億338万円
介護給付費準備基金 10億9,938万円
市民体育施設整備基金 0円
学校施設整備基金 0円
減債基金 3億2,849万円
新選組関連資料収集基金 2,142万円
ごみ処理施設整備基金 9億6,209万円
福祉あんしん基金 1億4,484万円
新型コロナウイルス感染症
対策基金 0円

病院整備基金 5,534万円
合　計 172億8,416万円

※貸付基金を除く

市債の状況
会計名 令和4年度末

残高
令和5年度
借入金

令和5年度
元金償還額

令和5年度末
残高一般会計 334.2億円 17.6億円 31.1億円 320.7億円土地区画整理事業 7.3億円 0円 3.4億円 3.9億円市立病院事業 48.7億円 2.5億円 5.9億円 45.3億円下水道事業 135.3億円 5.9億円 13.6億円 127.6億円合　計 525.6億円 26.0億円 54.0億円 497.4億円※令和5年度末残高は見込額を含む

各会計別予算執行状況 
会計名 予算現額 収入済額 支出済額一般会計 784億2,449万円 747億3,609万円 689億2,053万円

特
別
会
計

国民健康保険 175億1,326万円 170億1,508万円 170億6,438万円土地区画整理事業 20億4,412万円 18億1,283万円 8億6,733万円介護保険 162億8,438万円 149億9,619万円 144億623万円後期高齢者医療 54億3,662万円 53億257万円 53億7,164万円市立病院事業（収入） 87億1,122万円 63億3,966万円
市立病院事業（支出） 93億6,531万円 75億3,827万円下水道事業（収入） 40億9,395万円 31億2,564万円
下水道事業（支出） 38億7,751万円 13億5,128万円※市立病院事業会計および下水道事業会計は「資本的収入および支出」を除く※一般会計の予算現額には繰越明許費・事故繰越を含む※土地区画整理事業会計の予算現額には繰越明許費を含む

(令和6年3月31日現在) ※ 金額は各欄ごとに1,000万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります

　地方消費税交付金の消費税率引き上げに伴う令和6年度の増加分は、23億4,000万円になる見込みで、下記の通りすべ
て社会保障施策に充てられます。

■日野市における地方消費税交付金（消費税率引き上げ分）の使い道

日野市における地方消費税交付金（消費税率引き上げ分）の充当先
社会保障施策の区分

事業経費

財源内訳
国による分類 日野市の予算による分類

特定財源 一般財源
国都支出金 その他 地方消費税交付金

（社会保障財源化分） その他

社会福祉

社会福祉総務費、発達支援費、
障害者福祉費、老人福祉費※、
老人福祉施設費、児童福祉総務費、
児童運営費、ひとり親福祉費、
保育園費、児童館費、生活保護経費、
放課後子ども育成費、幼児教育援助費

302億3,028万円 190億7,879万円 7億580万円 13億5,053万円 90億9,516万円

社会保険
国民健康保険事業費、
介護保険特別会計および後期高齢者医
療特別会計繰出金

67億7,044万円 9億5,713万円 2,286万円 7億4,865万円 50億4,180万円
保健衛生 保健衛生総務費、予防費、

健康管理費、病院費 25億8,806万円 6億8,546万円 3,993万円 2億4,082万円 16億2,185万円令和6年度当初予算額726億8,900万円のうち 395億8,878万円 207億2,138万円 7億6,859万円 23億4,000万円 157億5,881万円
※社会保険に係る介護保険特別会計および後期高齢者医療特別会計への繰出金を除く

令和6年度予算を公表

令和6年度予算を公表

■令和6年度の主な取り組み

●  気候危機対策（政策提言の実行、近隣自治体間ネットワークの構築など）

未来に生きる世代へより良い環境を残すための気候変動対策

●  子ども包括支援センターみらいく開設●  ヤングケアラー・コーディネーターの配置●  子どもオンブズパーソンの設置●  医療的ケア児等コーディネーターの設置●  西平山あそびばづくりプロジェクト　など

すべての子どもが健やかに、そして自分らしくすごせるまち

●  豊田小学校校舎大規模改造工事●個の状況に合わせた不登校支援●電子図書館サービス開始　など

学び合いと育ち合いを応援

●  地域共創プラットフォームの構築●  女性活躍推進シンポジウムの開催●  日野市核兵器廃絶・平和都市宣言の見直し●  路上喫煙対策（条例の制定や喫煙所の設置）●  福祉教育ハートフルプロジェクト　など

誰もがありのままの自分でいられるまち

●  日野本町地区公共施設再編基本構想・基本計画策定
●  地域協働型交通運行補助金（デマンド型交通などの実証運行）
●  橋梁長寿命化（豊田跨線人道橋補修工事など）　など

持続可能なまちづくり

●  財政援助団体などへの監査機能強化・補助金適正化
●  窓口受付システム導入（WEBによる事前予約、リアルタイムの混雑状況案内など）●  AIによる家屋異動判読システムの導入　など

信頼され、誇れる組織を構築

❶

❷

❸

❹

❺

❻

※令和5年度からの繰越事業も含む
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解説 『広報　　  』

　令和６年度予算内容の解説は、
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■日野市の財政状況

・ 歳入予算の根幹となる市税のうち、個人市民税は定額減税の影響で減少を見込んでいます。さらに、法人市民税も円安や物価高・原油価格高騰の影響により、企業業績の先行きが不透明であることなどから減少となる見通しであり、市税全体として前年度と比較し約6億円の減収が予想されます。なお、個人市民税の定額減税分は、地方特例交付金において減収補てんされます。・ 歳出予算は、扶助費で子育て支援の充実や高齢化の進展などを背景として、社会保障関連経費が引き続き増加しており、委託料などの物件費が物価高・原油価格高騰の影響を受け、増加しています。・ 税や国・東京都の補助金などで賄いきれない「財源不足」の額は増加することから、歳入予算に繰り入れ後の財政調整基金残高は17億円を下回り、令和5年度当初予算編成後と比較すると約20億円の減少となります。
・ 今後、高齢化の進展による扶助費の増加や施設の老朽

化への対応が求められるほか、気候危機対策など持続可能な未来という目標に向けた新たな行政課題への対応も求められるなど、より一層「財源不足」が拡大していくことが予想されます。
・ 日本経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかに回復しています。しかしながら、国内における物価高・原油価格高騰は続いています。
・ 難しい財政運営となりますが、将来世代に限りある資源を引き継ぐためにも、持続可能な財政運営を行っていくため、歳出削減・歳入確保の取り組みを推進し、「財源不足」を解消することで、市債（借金）や基金（貯金）に頼らない予算編成を行う必要があります。・ 令和6年度は、令和4年12月に策定した財政再建計画・第6次行財政改革大綱実施計画の2年目となります。また、日野地域未来ビジョン2030で捉えた現状と未来を踏まえ、しっかりと財政再建に取り組んでいきます。
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未来に生きる世代へより良い環境を残すための気候変動対策

●  子ども包括支援センターみらいく開設●  ヤングケアラー・コーディネーターの配置●  子どもオンブズパーソンの設置●  医療的ケア児等コーディネーターの設置●  西平山あそびばづくりプロジェクト　など
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●  豊田小学校校舎大規模改造工事●個の状況に合わせた不登校支援●電子図書館サービス開始　など

学び合いと育ち合いを応援

●  地域共創プラットフォームの構築●  女性活躍推進シンポジウムの開催●  日野市核兵器廃絶・平和都市宣言の見直し●  路上喫煙対策（条例の制定や喫煙所の設置）●  福祉教育ハートフルプロジェクト　など

誰もがありのままの自分でいられるまち

●  日野本町地区公共施設再編基本構想・基本計画策定
●  地域協働型交通運行補助金（デマンド型交通などの実証運行）
●  橋梁長寿命化（豊田跨線人道橋補修工事など）　など

持続可能なまちづくり

●  財政援助団体などへの監査機能強化・補助金適正化
●  窓口受付システム導入（WEBによる事前予約、リアルタイムの混雑状況案内など）●  AIによる家屋異動判読システムの導入　など
AIによる家屋異動判読システムの導入　など
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■特別会計の
概要

　前年度当初
予算に比べ3

.1%（17億9,22
9万円）増加と

なりました。

主な増加の要
因

・ 国民健康保
険特別会計…

医療の高度化
などにより、

保険給付費が
増

加しているこ
とから2.3%（

3億9,346万円
）増加

・ 土地区画整
理事業特別会

計…東町地区
や西平山地区

ほか区画整理
事

業の進捗を図
るため14.7%（

3億680万円）
増加

・ 後期高齢者
医療特別会計

…団塊世代の
多くが75歳を

迎え、被保険
者

が急激に増加
していること

から4.8%（2億
5,767万円）の

増加

・ 市立病院事
業会計…制度

改正などに伴
う人件費の増

加や、物価高
騰

などに伴う材
料費の増加な

どにより、7
.9%（8億3,436

万円）の増加

区分
予算額

対前年度
当初予算比

国民健康保険
特別会計

177億8,994万
円 ＋2.3％

土地区画整理
事業特別会計

23億8,847万円
＋14.7％

介護保険特別
会計

160億6,903万
円 ＋0.7％

後期高齢者医
療特別会計

56億7,375万円
＋4.8％

市立病院事業
会計

113億5,722万
円 ＋7.9％

下水道事業会
計

58億1,903万円
▲ 1.8％

計
590億9,744万

円 ＋3.1％

÷
日野市の
人口

令和6年度予
算を公表

　令和6年度
の当初予算が

第1回市議会
定例会で可決

されました。

　予算総額は
令和5年度と

比較し、4.6％
増の1,317億

8,644万円と
なり、このうち

一般会計の予
算

額は、5.9％増
の726億8,90

0万円となりま
した。

　市は令和2
年に財政非常

事態宣言を発
出し、財政健

全化を実現す
るため歳出の

抑制に努めて

いますが、物
価高・原油価

格高騰の影響
や人件費が上

昇している状
況に加え、高

齢化の進展や

子ども施策の
充実など、社

会保障関連経
費が増加する

影響も大きく
、予算総額も

増額となりま

した。
　一方で、歳

入予算では市
税収入面での

定額減税など
の影響による

減額も見込ま
れますが、そ

の減額に対す
る補てんがあ

ることや、国
内の経済状況

が堅調に推移
することが予

想されている

ことなどから
、予算総額で

は増額を見込
んでいます。

しかし、歳出
予算の増額が

歳入予算の増
額

を大幅に超え
るものとなり

、財源不足を
補うため基金

繰入金を大幅
に増額してい

ます。

総額 1,317億8,6
44万円

(＋4.6％）

一般会計

726億8,900万
円

(＋5.9％ )

特別会計

590億9,744万
円

(＋3.1％ )

令和6年度予
算のポイント

　令和6年度
予算編成は、

予算編成方針
の中

において掲げ
た、以下の4

点を基本方針
とし

て、持続可能
な未来へ歩み

を進めていく
ため

に、中長期的
な視点から施

策を展開でき
るよ

う取り組みま
した。

①持続可能な
地域づくり

②諸力融合の
まちづくり

③変化に対応
しやすい仕組

みづくり

④ 一人ひとり
が持続可能な

ライフスタイ
ルを

選択可能に

その他
7,384円
(+181円)

市議会運営
、労働、

農業、商工振
興など

のための費用
総務費

1万2,893円
(+880円)

消防活動、災
害対策

などの費用

消防費

1万7,808円
(+497円)

市債（市の借
り入れた

お金）の返済
のための

費用

土木費
2万6,427円
(+1,984円)

道路の新設・維
持管理、

公園整備、市
営住宅の

維持管理など
の費用

3万3,975円
(+4,179円)

庁舎管理、徴
税、統計、

選挙事務、戸
籍、住民

登録などに必
要な費用

一般会計を市
民一人

当たりに換算
すると

貯金
(基金残高)

借金
(市債残高)

市民一人当た
りの歳出額　

 38万7,433円
(+2万668円)

市民一人当た
りの税負担額

 16万1,997円
(▲3,843円)

※歳出額は一
般会計のもの

。市民一人当
たりの金額は

、令和6年4月
1日現在の人

口187,617人で
算出

※（　）内金額
は前年度比

教育費

5万524円
(+7,518円)

小・中学校教
育、社会教育

、市民会館、

公民館活動、
スポーツ活動

などの費用

5万8,248円(▲
6,615円)

基金は、家計
における「貯

金」に当たる
もの

で、急激な税
収の減や予測

できない災害
、

公共施設の老
朽化などに対

応するために
必

要となる費用
に充てられま

す。

16万4,630円(
▲6,700円)

市債は、多額
の資金を必要

とする事業を
実

施するため国
や銀行から借

り入れる借金
の

ことです。

公債費

3万4,140円
(+1,889円)

ごみ処理、保
健衛生、予防

接種、環境

衛生などの費
用

民生費

20万4,282円
(+3,540円)

高齢者や障
害者などに

対する社会
福

祉、児童福祉
や生活保護の

ための費用

問財政課（☎0
42-514-8076）

衛生費

令和6年度予
算を公表

※（　　）内は
前年度比

▲一般会計
▲特別会計

一般会計

歳出
726億
8,900万円

民生費
383億2,671万

円

(52.7%)〈+2.
0％〉

教育費
94億7,911万円
(13.1%)〈+17

.8％〉

衛生費
64億523万円
(8.8%)〈+6.1

％〉

総務費
63億7,422万円
(8.8%)〈+14.

3％〉

土木費
49億5,826万円
(6.8%)〈+8.4

％〉

公債費
33億4,103万円
(4.6%)〈+3.1

％〉

消防費
24億1,900万円
(3.3%)〈+7.6

％〉

その他（商工
費、

議会費など）
13億8,544万

円
(1.9%)〈+2.8

％〉

一般会計

歳入
726億
8,900万円

都支出金
116億466万円
(16.0%)〈+9.

5％〉

地方消費税交
付金

39億円
(5.4%)〈0％〉

市債
15億8,900万円
(2.2%)〈+4.6

％〉

繰入金
45億1,967万円
(6.2%)〈+77.

3％〉

地方交付税
21億3,000万円
(2.9%)〈+4.9

％〉

諸収入
10億9,920万円
(1.5%)〈+9.2

％〉

地方特例交付
金

10億8,455万円
(1.5%)〈+404

.5％〉
(1(1(1

使用料および
手数料

13億9,010万円
(1.9%)〈▲0.5

％〉

一般会計

歳出
（性質別）

726億8,900万
円

物件費

127億6，590万
円(17.6%)〈+

13.4%〉委託料や備品
購入費、消耗

品費など

その他

7億507万円(
0.9%)〈▲5.8%

〉維持補修費､
予備費など

公債費
33億4，103万

円

(4.6%)〈+3.1
%〉

借金の返済と
利子の支払い

人件費

118億1，963万
円(16.3%)〈+

7.4%〉
職員や市長､
市議会議員の

報酬など

普通建設事業
費

28億8,290万
円(4.0%)〈+1

4.9%〉道路､公共施
設整備のため

の経費

補助費等

81億5，340万
円

(11.2%)〈+1
.2%〉

各種団体への
補助金など

繰出金

89億6，159万
円

(12.3%)〈+5.
1%〉

特別会計に
渡すお金

扶助費

240億5，948万
円

(33.1%)〈+3.
2%〉

社会保障に
要する費用

歳
出
予
算
を
違
う
視
点
（
性
質
別
）で
見
る
と

1025883ID
1025926ID ■一般会計歳

出歳入構成図
※（　）内は構

成比｡〈　〉内
は前年度比

その他（地方
譲与税・

分担金・負担
金など）

22億560万円
(3.0%)〈+3.2

％〉

市税
303億9,337万

円
(41.8%)〈▲2

.1％〉

国庫支出金
127億7,285万

円
(17.6%)〈+4.

2％〉

広報ひの　令
和6年5月号

広報ひの　令
和6年5月号
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特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計

令和6年（2024年）6月1日3 第 247 号 2

予算審議から予算審議から 　一般会計・特別会計の予算委員会で行われた、主な質疑や意見
の概要をお伝えします。予算審議から



　第１回定例会では、３件の請願が新たに提
出され（１件は継続）、所管の常任委員会で審
査が行われました。定例会最終日の本会議の
審議結果は、次のとおりです。

皆さんからの
請
願

マイナンバーカードと国民
健康保険証のひもづける事、
やめる意見書を日野市議会
として国に提出する様求め
る請願

学校給食の無償化を求める
請願

自民党派閥の政治資金パー
ティー裏金事件の実態解明と
企業団体献金の全面禁止を
求める意見書の提出に関する
請願

採  

択

不
採
択

継  

続

注）日野市議会では、採択された請願が議員提出議案
の意見書として審議されるには、請願が全会一致
（無会派も含む）でなければなりません。今回、採
択された請願は本会議で全会一致とならなかった
ため審議には至りませんでした。詳しくは、議会
事務局へお問い合わせください。

付託先 請 願 の 件 名 結果

企
画
総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

　令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
題
を

紹
介
し
ま
す
〈
議
案
名
は
一

部
要
約
し
て
い
ま
す
〉。

●
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
条
例
の
制
定

　子
供
を
権
利
侵
害
な
ど
か

ら
救
済
す
る
と
と
も
に
子
供

の
権
利
に
つ
い
て
の
理
解
を

広
め
る
新
た
な
制
度
と
し
て
、

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

〈
令
和
６
年
５
月
27
日
施
行
〉

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　特
別
職
で
非
常
勤
の
職
員

の
報
酬
に
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
、
子
ど
も
条
例
委

員
会
委
員
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委

員
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

〈
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行

※
一
部
を
除
く
〉

●
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

記
録
さ
れ
た
電
子
証
明
書
に

よ
り
、
市
窓
口
に
て
印
鑑
登

録
証
明
書
を
交
付
で
き
る
よ

市
長
公
室
広
報

主
な
議
題

う
に
す
る
た
め
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
〉

●
企
業
立
地
支
援
条
例
の
一

部
改
正

　日
野
市
企
業
立
地
支
援
条

例
に
よ
る
支
援
を
令
和
６
年

度
以
降
も
継
続
す
る
た
め
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

〈
公
布
の
日
か
ら
施
行
〉

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　介
護
保
険
法
施
行
令
の
改

正
お
よ
び
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
沿
っ
た
介
護
保

険
料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
〉

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　都
水
道
局
へ
の
下
水
道
使

用
料
徴
収
業
務
に
係
る
事
務

委
託
料
の
支
払
い
に
お
け
る

消
費
税
区
分
の
誤
り
に
よ
る

修
正
申
告
お
よ
び
不
足
税
額

の
納
付
に
あ
た
り
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
１
項
第
13
号
、

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
第

２
項
お
よ
び
日
野
市
下
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
第
７
条
第
３
号
の
規
定
に

基
づ
き
損
害
賠
償
の
額
を
決

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　東
京
都
都
市
居
住
再
生
促

進
事
業
補
助
金
の
交
付
決
定

の
一
部
取
り
消
し
に
伴
う
違

約
加
算
金
の
納
付
に
あ
た
り
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
13
号
の
規
定
に
基
づ
き
損

害
賠
償
の
額
を
決
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）
の
専
決

処
分　物

価
高
騰
対
策
と
し
て
実

施
す
る
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
や
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
へ
の
給
付
金
の
支
給

な
ど
に
、
３
億
９
千
556
万
円

を
追
加
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
179
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
令
和
６
年
１
月
31
日

付
け
で
専
決
処
分
を
し
た
も

の
で
す
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

　令
和
６
年
度
に
予
定
し
て

い
る
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工

事
お
よ
び
小
学
校
屋
内
運
動

場
冷
暖
房
設
備
設
置
工
事
の

前
倒
し
の
対
応
や
公
共
施
設

等
整
備
基
金
へ
の
市
民
体
育

施
設
整
備
基
金
お
よ
び
学
校

施
設
整
備
基
金
の
統
合
に
伴

う
基
金
へ
の
積
み
立
て
の
対

応
、
そ
の
ほ
か
各
事
業
の
執

行
見
込
み
な
ど
に
基
づ
く
過

不
足
の
調
整
に
、
14
億
999
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）

　東
京
都
都
市
居
住
再
生
促

進
事
業
補
助
金
の
返
還
お
よ

び
過
年
度
分
違
約
加
算
金
の

支
出
に
、
１
千
553
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
・
歳
出
予
算
総

額
を
773
億
８
千
165
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　物
価
高
騰
対
策
を
目
的
と

し
た
給
付
金
を
令
和
６
年
度

よ
り
新
た
に
住
民
税
非
課
税

な
ど
と
な
る
世
帯
や
定
額
減

税
の
効
果
を
十
分
に
受
け
ら

れ
な
い
方
に
対
し
、
支
給
す

る
た
め
の
準
備
お
よ
び
児
童

手
当
制
度
の
改
正
に
向
け
た

準
備
や
市
立
湯
沢
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
空
調
設
備
の

修
繕
な
ど
に
、
１
億
７
千
405

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
・
歳

出
予
算
総
額
を
728
億
６
千
305

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
人
事
案
件

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

籏
野
利
之
氏
、
馬
場
裕
真
氏

金
子
峰
男
氏
、
土
方
和
寿
氏

福
島
幹
男
氏
、
岩
沢
宏
氏

中
村
髙
志
氏
、
清
水
良
夫
氏

伊
藤
通
夫
氏
、
細
田
英
次
氏

佐
伯
勇
氏
、
馬
場
繁
夫
氏

丸
裕
子
氏
、
齊
藤
江
利
子
氏

山
口
萌
氏

▼
監
査
委
員
の
選
任

中
嶋
良
樹
氏

▼
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
の
委
嘱

坂
井
隆
之
氏
、
鳥
生
尚
美
氏

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

承
認

同
意

な
か
じ
ま
よ
し

き

は
た

の

と
し
ゆ
き

か
ね
こ

み
ね

お

ふ
く
し
ま
み
き

お

な
か
む
ら
た
か  

し

い

と
う
み
ち

お

さ
え
き
い
さ
む

ま
る
ひ
ろ

こ

や
ま
ぐ
ち
も
え

さ
い
と
う

え

　り

　こ

ば

ば

し
げ

お

ほ
そ

だ

え
い

じ

し
み
ず
よ
し

お

い
わ
さ
わ
ひ
ろ
し

ひ
じ
か
た
か
ず
ひ
さ

ば

ば

ひ
ろ
ま
さ

さ
か

い

た
か
ゆ
き

と
り
ゅ
う
な
お

み

問

　水
防
セ
ン
タ
ー
に
消
防

団
の
訓
練
場
と
し
て
機
材
を

そ
ろ
え
、
活
用
で
き
な
い
か
。

答

　河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
計
画
に
お
い
て
、

平
常
時
に
は
消
防
団
の
訓
練

場
所
と
し
て
活
用
す
る
計
画

が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
給
水

設
備
や
場
内
照
明
を
兼
ね
た

照
明
機
器
な
ど
の
整
備
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

問

　女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
講
習
会
の
必
要
性
の
認
識

と
取
り
組
み
を
問
う
。

答

　市
で
は
こ
れ
ま
で
、
防

災
防
犯
動
画
な
ど
の
啓
発
を

通
じ
、
男
女
双
方
の
視
点
を

防
災
分
野
に
生
か
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
は
、
女
性
に
と
っ
て

安
全
で
安
心
な
避
難
所
運
営

に
関
し
、
男
女
一
緒
に
考
え

る
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。

問

　子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
み
ら
い
く
が
、
設
置
さ

れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

答

　児
童
福
祉
と
母
子
保
健

を
場
所
的
に
一
体
化
す
る
こ

と
で
、
困
難
ケ
ー
ス
の
支
援

に
迅
速
に
対
応
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
在
籍
す
る
こ

と
で
、
学
校
と
の
連
携
も
よ

り
一
層
強
化
さ
れ
ま
す
。

問

　地
域
の
子
育
て
相
談
機

関
と
し
て
の
児
童
館
の
役
割

り
を
問
う
。

答

　地
域
の
特
色
を
生
か
し
、

児
童
館
な
ら
で
は
の
、
子
ど

も
や
子
育
て
家
庭
の
悩
み
や

不
安
に
気
づ
き
寄
り
添
え
る

支
援
を
、
み
ら
い
く
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

問

　子
ど
も
政
策
に
関
わ
る

組
織
を
一
つ
に
で
き
な
い
か
。

答

　効
果
的
な
組
織
や
人
員
、

事
務
事
業
の
執
行
体
制
に
つ

い
て
、
庁
内
関
係
部
署
な
ど

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問

　立
66
系
統
の
実
質
路
線

廃
止
へ
の
対
応
を
問
う
。

答

　地
域
組
織
と
連
携
し
、

地
元
調
整
を
は
じ
め
、
交
通

管
理
者
な
ど
と
の
調
整
や
諸

手
続
き
を
踏
ま
え
、
令
和
６

年
度
後
半
を
目
指
し
て
実
証

運
行
へ
の
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　小
学
校
５
校
に
、
新
た

に
校
内
別
室
指
導
支
援
員
を

配
置
し
、
登
校
支
援
教
室
の

新
規
開
設
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
教
育
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
庁
内
関
係
部
署
、
校

内
登
校
支
援
教
室
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ク
ラ
ス
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
と
の
連
携
を
進
め

る
役
割
を
担
い
ま
す
。
わ
か

ば
教
室
で
は
、
学
習
支
援
や

相
談
な
ど
の
個
に
応
じ
た
指

導
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

問

　子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
み
ら
い
く
に
お
け
る
居

場
所
の
視
点
を
問
う
。

答

　義
務
教
育
終
了
後
の
中

高
生
世
代
に
対
す
る
公
的
相

談
窓
口
や
居
場
所
な
ど
が
な

く
、
問
題
が
発
生
し
て
も
支

援
機
関
が
な
か
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
、
新
た
に
居
場
所
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

問

　被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
た

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
の
経
験
を
今
後

ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

答

　市
立
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊

の
活
動
に
つ
い
て
、
病
院
内

職
員
向
け
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
報
告
会
の
内
容
は
、

市
職
員
庁
内
掲
示
板
に
掲
示

し
て
お
り
、
市
に
お
い
て
も

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
の
活
動
や
経
験

が
今
後
の
災
害
対
策
に
生
か

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問

　た
か
は
た
保
育
園
民
営

化
、
機
能
移
転
に
際
す
る
、

疑
問
点
の
解
明
状
況
を
問
う
。

答

　控
訴
審
進
行
中
の
た
め
、

答
弁
は
差
し
控
え
ま
す
。

問

　川
辺
堀
之
内
土
地
区
画

整
理
事
業
へ
の
元
副
市
長
２

人
の
関
与
の
認
識
を
問
う
。

答

　不
正
な
手
続
き
に
よ
る

詐
取
を
狙
っ
て
い
た
か
は
不

明
で
す
が
、
組
合
か
ら
の
不

当
利
得
返
還
請
求
に
応
じ
ず
、

裁
判
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。

問

　修
繕
工
事
を
め
ぐ
る
官

製
談
合
問
題
の
検
証
を
問
う
。

答

　予
定
価
格
そ
の
も
の
で

な
い
情
報
で
も
、
官
製
談
合

防
止
法
第
８
条
の
秘
密
の
漏

え
い
に
当
た
る
可
能
性
が
示

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
今
後
の

再
発
防
止
策
に
活
か
し
ま
す
。

問

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
現
状
と
運
営
を
問
う
。

答

　現
在
、
平
山
小
、
東
光

寺
小
、
滝
合
小
、
旭
が
丘
小

の
４
校
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

運
営
事
例
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

地
域
の
方
々
と
共
に
検
討
、

実
施
を
し
て
い
ま
す
。

問

　不
登
校
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
支
援
の
拡
充
を
問
う
。

答

　教
職
員
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
に
加
え
、

支
援
や
見
守
り
を
行
う
支
援

員
の
増
員
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問

　部
活
動
の
地
域
連
携
、

地
域
移
行
の
現
状
を
問
う
。

答

　主
に
学
校
休
日
の
土
・

日
曜
日
に
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

ひ
の
ス
ポ
！
、
ひ
の
カ
ル
！

を
展
開
し
、
学
校
部
活
動
と

異
な
る
新
し
い
選
択
肢
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

問

　地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
活
用
を
問
う
。

答

　市
民
と
行
政
、
市
民
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
先
行
事

例
も
研
究
し
な
が
ら
事
例
づ

く
り
を
目
指
し
、
産
官
学
民

で
共
に
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

す
な
ど
共
創
の
取
り
組
み
に

つ
な
げ
ま
す
。

問

　日
野
サ
ン
タ
マ
ラ
ソ
ン

の
開
催
に
つ
い
て
問
う
。

答

　市
民
が
主
体
と
な
り
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果

と
考
え
ま
す
。
次
回
以
降
は
、

よ
り
多
く
の
参
加
と
協
力
を

得
る
た
め
、
周
知
方
法
な
ど

に
つ
い
て
実
行
委
員
会
と
協

力
し
て
調
整
を
進
め
ま
す
。

問

　組
合
へ
の
助
成
金
の
交

付
の
妥
当
性
を
問
う
。

答

　平
成
24
年
度
か
ら
29
年

度
分
が
不
正
会
計
処
理
を
理

由
に
返
還
さ
れ
、
元
理
事
長

相
談
役
の
刑
事
事
件
を
受
け

て
返
還
済
の
も
の
も
含
め
、

妥
当
性
の
検
証
は
一
定
程
度

対
応
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

問

　再
発
防
止
策
を
問
う
。

答

　理
事
会
・
総
会
に
、
市

職
員
が
必
ず
出
席
し
、
組
合

運
営
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
ま

た
、
事
務
手
続
き
に
関
す
る

監
査
を
年
１
回
実
施
し
ま
す
。

問

　事
業
の
終
結
に
向
け
た

取
り
組
み
を
問
う
。

答

　組
合
で
は
、
残
事
業
の

整
理
と
事
業
資
金
計
画
の
検

証
を
行
い
、
事
業
完
了
の
見

通
し
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
技
術
的
支
援
に
加
え
、

資
金
計
画
を
精
査
し
、
財
政

的
支
援
の
検
討
な
ど
事
業
完

遂
へ
の
道
筋
を
考
え
ま
す
。

問

　女
性
支
援
法
が
施
行
さ

れ
、
基
本
計
画
策
定
が
努
力

義
務
と
な
る
が
、
市
の
支
援

体
制
を
問
う
。

答

　令
和
６
年
度
に
策
定
を

始
め
る
第
５
次
男
女
平
等
計

画
に
支
援
法
の
要
素
を
含
め

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
各
取
り

組
み
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連

携
、
協
働
の
体
制
強
化
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の

連
携
を
問
う
。

答

　児
童
・
生
徒
が
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
う
場
合
、

学
習
状
況
把
握
の
た
め
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
と
連
携

を
取
る
よ
う
各
学
校
に
指
導
、

助
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
様
な
学
び
の
場
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

問

　他
自
治
体
と
の
総
合
防

災
協
定
の
拡
充
を
問
う
。

答

　災
害
時
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
が
必
要
と
な
り
、

協
定
の
有
効
性
も
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
拡
充
を
図

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

答

　上
屋
は
、
令
和
６
年
３

月
末
設
置
に
向
け
て
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ

は
、
設
置
し
な
い
と
の
結
論

で
す
が
、
引
き
続
き
京
王
バ

ス
に
設
置
を
働
き
か
け
ま
す
。

答

　エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
予
算
化
を
行
い
、
夏

に
向
け
て
修
繕
を
行
い
ま
す
。

問

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
個

別
施
設
計
画
の
今
後
の
進
め

方
を
問
う
。

答

　安
全
面
な
ど
か
ら
施
設

の
順
位
付
け
を
行
い
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
地
調
査

な
ど
に
よ
り
、
利
用
実
態
を

分
析
し
た
上
で
自
治
会
を
含

め
た
周
辺
住
民
、
施
設
利
用

者
、
広
域
で
の
意
見
収
集
な

ど
を
進
め
な
が
ら
施
設
の
在

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

問

　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
健
康

被
害
給
付
金
の
認
識
を
問
う
。

答

　令
和
５
年
度
当
初
予
算

額
約
３
億
６
千
万
円
に
対
し
、

補
正
予
算
要
求
額
は
、
約
394

億
１
千
万
円
と
な
り
、
当
初

予
算
の
約
110
倍
と
な
っ
た
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

　住
民
参
加
に
よ
る
地
域

防
災
計
画
の
総
点
検
と
見
直

し
に
つ
い
て
問
う
。

答

　地
域
防
災
計
画
の
修
正

に
つ
い
て
は
、
市
民
委
員
も

参
加
す
る
日
野
市
防
災
会
議

に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
も
の

で
す
。
今
回
の
能
登
半
島
地

震
を
受
け
、
改
め
て
課
題
の

洗
い
出
し
を
す
る
必
要
性
を

認
識
し
て
い
ま
す
。

問

　Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
対
応
す
る
の
か
。

答

　明
確
な
指
標
が
な
い
中

で
、
独
自
の
見
解
を
示
す
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

国
や
都
の
方
針
や
対
応
を
注

視
し
な
が
ら
、
適
切
な
取
り

組
み
を
検
討
し
ま
す
。

問

　市
の
財
政
状
況
を
職
員

に
伝
え
る
仕
組
み
を
問
う
。

答

　決
算
の
結
果
に
至
る
背

景
や
近
隣
市
と
の
比
較
な
ど

の
分
析
を
交
え
、
な
る
べ
く

深
い
視
点
で
財
政
状
況
を
把

握
で
き
る
よ
う
、
各
部
長
を

通
じ
て
職
員
に
周
知
し
ま
す
。

問

　Ｓ
Ｉ
Ｍ
２
０
３
０
の
市

で
の
活
用
実
績
を
問
う
。

答

　自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
が

対
話
型
自
治
体
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
日
野
版
を
作

成
し
講
座
を
開
催
し
た
ほ
か
、

係
長
昇
任
研
修
時
に
体
験
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

問

　Ｓ
Ｉ
Ｍ
２
０
３
０
の
職

員
研
修
へ
の
導
入
を
問
う
。

答

　職
員
が
、
行
政
課
題
を

自
分
事
と
す
る
効
果
が
期
待

で
き
る
一
方
で
課
題
も
あ
る

た
め
、
計
画
的
な
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

問

　中
長
期
的
に
継
続
契
約

し
て
き
た
基
本
ベ
ー
ス
と
な

る
委
託
料
の
分
析
を
問
う
。

答

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
減
少
し
、

事
業
規
模
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前

に
戻
り
始
め
た
令
和
４
年
度

か
ら
委
託
料
は
増
加
傾
向
が

強
ま
り
、
令
和
６
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
は
、
物
価
、

人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
影
響

が
大
き
く
、
よ
り
顕
著
な
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

　職
員
か
ら
の
改
善
提
案

を
事
業
に
反
映
し
て
い
る
か
。

答

　全
て
の
職
員
の
提
案
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
風
通

し
の
よ
い
組
織
風
土
の
醸
成

に
努
め
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
組
織
構
築
を
図
り
、

財
政
再
建
、
行
財
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問

　元
副
市
長
の
雇
用
に
つ

い
て
の
認
識
を
再
度
問
う
。

答

　兼
業
許
可
を
得
ず
に
勤

務
中
に
別
の
場
所
で
仕
事
を

し
た
二
重
報
酬
受
領
分
は
、

法
的
措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
、
時
間
外
勤
務

命
令
簿
に
基
づ
い
て
お
り
、

労
働
の
対
価
を
支
払
う
べ
き

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

　不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
問
う
。

答

　市
立
小
・
中
学
校
で
は
、

都
教
育
委
員
会
発
行
の
児
童

・
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
不
登
校
へ

の
適
切
な
対
応
に
向
け
て
」

の
三
つ
の
段
階
を
参
考
に
、

個
々
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
対

応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問

　野
良
猫
対
策
の
事
業
効

果
を
問
う
。

答

　事
業
内
容
を
周
知
し
た

結
果
、
取
り
組
み
が
認
知
さ

れ
、
相
談
件
数
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

問

　遺
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
対
策
を
問
う
。

答

　罰
則
内
容
の
周
知
啓
発

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

実
施
で
き
る
取
り
組
み
を
検

討
し
ま
す
。

問

　ペ
ッ
ト
防
災
に
つ
い
て

の
対
策
を
問
う
。

答

　同
行
避
難
を
推
奨
し
、

周
知
に
努
め
て
お
り
、
専
用

避
難
施
設
は
先
駆
的
な
事
例

を
参
考
に
調
査
研
究
し
ま
す
。

問

　１
人
が
２
校
勤
務
と
し

た
市
の
見
解
を
問
う
。

　

答

　２
校
に
兼
務
す
る
こ
と

に
よ
り
、
１
校
の
良
い
取
り

組
み
事
例
を
も
う
１
校
に
広

め
や
す
く
な
り
、
各
学
校
の

質
的
な
環
境
が
そ
ろ
う
こ
と

が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ま
す
。

問

　学
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
の
検
証
を
問
う
。

答

　市
の
求
め
る
水
準
に
基

づ
き
、
受
託
者
に
よ
る
自
己

評
価
と
、
進
捗
状
況
報
告
を

求
め
、
業
務
内
容
の
実
績
、

安
全
管
理
に
関
す
る
事
項
な

ど
を
検
証
の
上
、
必
要
に
応

じ
指
導
を
行
い
、
改
善
策
の

報
告
を
求
め
て
い
ま
す
。

問

　食
材
調
達
の
観
点
か
ら
、

地
元
野
菜
の
使
用
率
を
上
げ

る
こ
と
は
可
能
か
。

答

　生
産
量
や
時
期
な
ど
に

も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
関
係

者
間
で
対
話
や
工
夫
を
重
ね

る
こ
と
で
、
使
用
率
を
上
げ

る
余
地
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　有
機
農
業
の
学
校
給
食

へ
の
導
入
を
問
う
。

答

　市
の
学
校
給
食
食
品
安

全
指
針
の
観
点
か
ら
も
、
化

学
肥
料
や
農
薬
を
で
き
る
だ

け
使
用
し
な
い
こ
と
は
望
ま

し
い
と
考
え
ま
す
。
有
機
農

産
物
の
給
食
食
材
へ
の
安
定

的
な
使
用
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

市
の
食
育
と
一
体
と
な
っ
た

給
食
、
安
全
安
心
で
お
い
し

い
給
食
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

食
材
の
調
達
を
含
め
、
日
野

の
給
食
の
価
値
の
発
信
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

　気
候
市
民
会
議
の
経
緯

と
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

答

　日
野
市
気
候
非
常
事
態

宣
言
の
下
、
民
主
的
プ
ロ
セ

ス
で
市
民
の
視
点
を
政
策
に

反
映
す
る
た
め
、
人
口
構
成

と
近
く
な
る
よ
う
、
市
民
を

無
作
為
抽
出
し
、
会
議
を
実

施
し
ま
し
た
。
会
議
で
提
案

さ
れ
た
意
見
を
参
加
者
が
提

言
書
と
し
て
ま
と
め
、
市
に

提
出
し
て
い
ま
す
。

問

　フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

答

　本
事
業
は
民
生
・
児
童

委
員
が
見
守
り
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
と
し
て
実
施
す
る
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
と
、
子
育
て
世
帯
対

象
の
寄
り
添
い
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や

効
果
を
振
り
返
り
、
内
容
を

改
善
し
な
が
ら
運
営
し
ま
す
。

答

　相
続
人
と
協
議
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
代
替
地
や
機

能
分
散
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

答

　商
店
会
と
情
報
交
換
を

行
い
、
状
況
に
応
じ
た
施
策

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

答

　地
域
特
性
に
応
じ
た
地

区
計
画
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

答

　先
進
事
例
を
参
考
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答

問答問答問答問答答

答

問問

問

答

問問問

問問

答

問答問問 答答

問答問答問問 答答

答問答

答 答答答答

問答問答問問 答

答答問答問答問答答

問

　避
難
所
の
現
状
を
問
う
。

答

　能
登
半
島
地
震
を
受
け
、

被
災
者
の
権
利
と
支
援
活
動

の
最
低
基
準
を
定
め
た
ス
フ

ィ
ア
基
準
を
踏
ま
え
た
、
避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
内
容

の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

答

　体
育
館
の
断
熱
改
修
工

事
を
実
施
す
る
際
は
事
前
に

基
礎
調
査
を
実
施
し
、
環
境

負
荷
低
減
を
図
り
つ
つ
、
効

率
的
な
冷
房
効
果
を
得
る
屋

根
断
熱
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

問

　一
連
の
不
正
へ
の
企
業

公
社
の
関
与
を
問
う
。

答

　企
業
公
社
が
組
織
的
に

事
件
に
関
与
し
て
い
た
認
識

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答

問答 答

問

　市
に
お
け
る
不
登
校
の

子
ど
も
の
人
数
を
問
う
。

答

　令
和
５
年
11
月
末
現
在
、

30
日
以
上
欠
席
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
数
は
438
名
で
す
。

問

　保
護
者
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
が
可
能
か
。

答

　各
小
・
中
学
校
に
お
い

て
、
保
護
者
の
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
、
利
用
に
つ
い

て
、
年
度
当
初
の
保
護
者
会

や
学
校
だ
よ
り
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問

　不
登
校
や
休
み
が
ち
な

子
ど
も
を
お
持
ち
の
保
護
者

同
士
を
つ
な
ぐ
支
援
を
問
う
。

答

　わ
か
ば
教
室
で
は
、
令

和
５
年
度
の
２
学
期
か
ら
、

保
護
者
会
終
了
後
に
懇
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
困
り

事
を
抱
え
た
当
事
者
同
士
が

交
流
す
る
機
会
は
、
当
事
者

に
と
っ
て
大
き
な
支
え
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 問答答

問答

問問 答答問答答答 答

問答答 答 問問答 問

問答問問問問 答答答問答答問答

地
域
協
働
型
交
通
の
導

入
に
向
け
て

相
次
い
だ
市
政
を
め
ぐ

る
不
正
・
違
法
！

〜
し
っ
か
り
検
証
し
、

原
因
と
そ
の
責
任
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
と
き

〜

川
辺
堀
之
内
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

個
別
施
設
計
画
で
私
達

の
街
は
ど
う
変
わ
る
？

当
初
予
算
の
110
倍
！
戦

後
最
大
の
健
康
被
害
認

定
数
！
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
を
即
時
中
止
せ

よ国
際
機
関
等
が
新
た
な

知
見
を
示
す
〜
あ
ら
た

め
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
を

問
う

能
登
半
島
地
震
で
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
〜
日
野

市
の
地
域
防
災
計
画
の

総
点
検
と
見
直
し
を
！

ご
当
地
版
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
２

０
３
０
」
に
つ
い
て
〜

財
政
再
建
に
活
用
し
、

目
指
す
べ
き
職
員
像
の

実
現
を
〜

女
性
と
こ
ど
も
が
自
己

実
現
で
き
る
よ
う
に
〜

女
性
支
援
法
よ
り
女
性

の
福
祉
を
！
こ
ど
も
基

本
法
よ
り
多
様
な
学
び

を
！
〜

い
つ
か
来
る
巨
大
地
震

に
備
え
る
防
災
対
策
に

つ
い
て

高
幡
不
動
駅
前
の
高
幡

⑤
バ
ス
停
の
上
屋
と
ベ

教
育
行
政
―
子
ど
も
達

を
真
ん
中
に
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地

域
ほ
か
―

若
者
の
活
躍
の
機
会
と

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
つ

い
て

全
て
の
子
ど
も
の
居
場

所
に
つ
い
て
問
う

今
後
の
不
登
校
対
策
に

学
校
図
書
館
司
書
、「
１

人
が
２
校
勤
務
」
で
は
、

求
め
ら
れ
る
役
割
は
果

た
せ
な
い
。
市
は
こ
の

方
針
を
あ
ら
た
め
よ
。

気
候
危
機
か
ら
未
来
を

守
れ
！
今
す
ぐ
行
動
を

市
民
が
活
用
す
る
グ
ラ

ン
ド
等
、
土
地
所
有
者

が
亡
く
な
っ
た
ら
、
ど

う
な
る
の
？

商
店
会
の
街
路
灯
の
電

気
代
や
経
年
劣
化
に
よ

る
撤
去
・
補
修
費
の
不

安
、
解
決
策
を
！

つ
い
て

能
登
半
島
地
震
の
現
状

と
教
訓
か
ら
市
の
災
害

対
応
に
つ
い
て
問
う

西
友
跡
地
の
再
建
で
、

新
し
い
都
市
空
間
の
形

成
を
！

住
民
情
報
や
デ
ー
タ
を

組
み
合
わ
せ
た
『
デ
ジ

タ
ル
地
図
』
を
活
用
し

た
政
策
立
案
！

子
ど
も
も
親
も
安
心
し

て
過
ご
せ
る
放
課
後
を

〜
学
童
ク
ラ
ブ
の
民
営

化
に
つ
い
て
〜

妊
娠
か
ら
切
れ
目
な
い

安
心
の
子
育
て
支
援
へ

日
野
ら
し
い
有
機
学
校

給
食
の
実
現
を
目
指
し

て市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
震
災
対
策
に

つ
い
て

小
中
学
校
の
断
熱
対
策

子
ど
も
を
真
ん
中
に
し

た
不
登
校
支
援
へ
〜
い

か
に
し
て
多
様
な
子
ど

も
の
姿
に
寄
り
添
う
か

被
災
現
場
か
ら
学
ぶ
女

性
の
健
康
支
援

ペ
ッ
ト
防
災
能
登
半
島

地
震
か
ら
気
づ
く
こ
と

不
登
校
の
児
童
・
生
徒

へ
の
細
や
か
な
配
慮
と

支
援
を
！

ふ
る
さ
と
日
野
を
と
も

に
つ
く
る
〜
子
ど
も
た

ち
の
思
い
出
と
市
民
の

健
康
〜

ン
チ
の
設
置
に
つ
い
て

再
び
問
う

湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

エ
ア
コ
ン
の
修
理
に
つ

い
て
問
う

元
副
市
長
問
題
等
の
市

政
腐
敗
に
つ
い
て
真
相

究
明
は
な
さ
れ
た
の
か

に
つ
い
て

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
に
向
け
て

日
野
市
内
う
さ
ぎ
遺
棄

事
案
に
つ
い
て
　
〜
動

物
遺
棄
は
犯
罪
で
す
〜

水
防
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

消
防
団
の
訓
練
場
に

保
護
猫
政
策
の
評
価
　

〜
中
間
報
告
〜

大
坪
市
長
が
提
訴
さ
れ

た
４
つ
の
裁
判
に
つ
い

て
問
う

旧
来
の
「
管
理
」
体
質

か
ら
脱
却
し
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
重
視
せ
よ
。

日
野
市
財
政
再
建
計
画

を
、
副
市
長
に
問
う
！

伊
藤
あ
ゆ
み

（
自
由
民
主
党
）

馬

場

賢

司

（
公
　
明
　
党
）

1

3

谷

　
和

彦

（
無
　
会
　
派
）

6

森
沢
美
和
子

（
チ
ー
ム
み
ら
い
）

9

わ
た
な
べ
三
枝

（
日
本
共
産
党
）

12

中
野
あ
き
と

（
日
本
共
産
党
）

5

田

原

　
茂

（
公
　
明
　
党
）

8

池
田
と
し
え

（
無
　
会
　
派
）

11

窪

田

知

子

（
公
　
明
　
党
）

2

佐

藤

琢

磨

（
無
　
会
　
派
）

4

須

崎

貴

寛

（
自
由
民
主
党
）

7

峯

岸

弘

行

（
公
　
明
　
党
）

10

中

嶋

良

樹

（
チ
ー
ム
み
ら
い
）

13

島

谷

広

則

（
チ
ー
ム
み
ら
い
）

16 奥
野
り
ん
子

（
無
　
会
　
派
）

15 伊

東

秀

章

（
無
　
会
　
派
）

14

ち
か
ざ
わ
美
樹

（
日
本
共
産
党
）

17鈴

木

洋

子

（
自
由
民
主
党
）

18新
井
と
も
は
る

（
無
　
会
　
派
）

19

白
井
な
お
こ

（
無
　
会
　
派
）

20有

賀

精

一

（
無
　
会
　
派
）

21岡
田
じ
ゅ
ん
子

（
日
本
共
産
党
）

22

伊
藤
あ
ゆ
み

1

市政を問う
一
般
質
問

　定例会では、市政全般について議員
から一般質問が行われます。今回は22
人の議員が質問に立ち、40項目につい
て行政の対応を質しました。掲載内容
は、その要約です。 ※発言順に掲載

ただ

質疑や答弁などの詳細は、会議録で全文を確認出来ます。
第１回定例会の会議録は、５月下旬から図書館・市政
図書室で閲覧出来ます。
会議録検索システムは、５月下旬から市議会のホーム
ページで利用出来ます。

会議録の
閲覧と検索

つ
い
て

馬

場

賢

司

会議録検索システムは、５月下旬から市議会のホーム
ページで利用出来ます。

インターネット
中継
本会議および常任・特別委員会の様子を市議会のホーム
ページからご覧ください。
　開催日に生中継を配信します。
　録画中継は、本会議当日の4日後（土曜・日曜日、祝日を
　除く）から配信します。
スマートフォンやタブレット端末からでもご覧いただ
けます。

令和6年（2024年）6月1日5 第 247 号 4

務
中
に
別
の
場
所
で
仕
事
を

し
た
二
重
報
酬
受
領
分
は
、

法
的
措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
、
時
間
外
勤
務

命
令
簿
に
基
づ
い
て
お
り
、

答 問

　元
副
市
長
の
雇
用
に
つ

い
て
の
認
識
を
再
度
問
う
。

答

　兼
業
許
可
を
得
ず
に
勤

問
大
坪
市
長
が
提
訴
さ
れ

た
４
つ
の
裁
判
に
つ
い

て
問
う

奥
野
り
ん
子

い
て
の
認
識
を
再
度
問
う
。

答



令和６年第１回 定例会で議決した議案
下表のように、市長提出議案４３件、動議１件が審議・議決されました。（議案名は、一部要約しています）

▼全会一致で可決したもの 「承認」、「同意」を含む

市
長
提
出

令和５年度下水道事業会計補正予算（第２号）の専決処分

令和５年度一般会計補正予算（第10号）の専決処分

監査委員に関する条例等の一部改正

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

市営住宅条例の一部改正

印鑑条例の一部を改正

国民健康保険出産費資金貸付基金条例の一部改正

子どもオンブズパーソン条例の制定

介護保険条例の一部改正

令和５年度一般会計補正予算（第11号）

令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和５年度土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和５年度下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度介護保険特別会計予算

令和６年度市立病院事業会計予算

令和６年度下水道事業会計予算

都市計画事業豊田南土地区画整理事業に関する業務委託契約の締結

都市計画事業万願寺第二土地区画整理事業に関する業務委託契約の締結

都市計画事業東町土地区画整理事業に関する業務委託契約の締結

都市計画事業西平山土地区画整理事業に関する業務委託契約の締結

東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更

損害賠償の額の決定    

農業委員会委員の任命    

手数料条例の一部改正      

損害賠償の額の決定    

令和５年度一般会計補正予算（第12号）

市税条例の一部改正   

監査委員の選任

子どもオンブズパーソンの委嘱

子どもオンブズパーソンの委嘱
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行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する条例の一部改正

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正

会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正  

企業立地支援条例の一部改正

令和６年度一般会計予算

令和６年度国民健康保険特別会計予算

令和６年度土地区画整理事業特別会計予算

令和６年度後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度一般会計補正予算（第１号）

日野市等の調査において、なお解明が必要とされている河内元副
市長をめぐる問題に関し特別委員会を設置して調査・解明を行うこ
とを求める動議
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「親子の競演」　 撮影：内山 義之さん

日野市観光協会主催「伸びゆく日野市写真コンクール」
日野市議会議長賞

※この作品は昨年撮影されたものです。

「親子の競演」　 撮影：内山 義之さん
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本会議
最終日

定例会初日〈６月３日（月）〉の正午までに提出された請願は、上表の日程
（変更される場合あり）の中で審議されます。詳しくは、議会事務局へ。

午前10時に開議する予定。
一般質問の発言順は、5月29日㈬に決
定し、市議会のホームページで公表。
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令和６年２月１４日付けで、谷和彦議員の所属会派が自由民主党日野市議団から無会派へ変更されました。議員の所属会派の変更
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